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前報で ,音響管計測 試料 曲げ振動を回避するために,試料を 2 個 ペーパーハニ

カムで挟み込んで固定する方法を試みたが,こ 方法で 試料 内部振動が生じてしま

い曲げ振動 回避 できなかった。 そこで本法で 緩支持法と呼ばれる,管内で試料を

緩く固定する方法による音響管計測を試み,曲げ振動 回避ができることを確認した。 
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1. じめに 

音響管計測で ，サンプル切断精度 (切断径，真

円度など) が計測結果に影響を及ぼす。例えば，音響

管 内径に対しサンプル 径が大きい場合，サンプル

周縁が音響管 内壁で拘束されるため，音響加振

によってサンプル 曲げモードに起因する振動 (曲げ

振動) が生じ，そ 影響が音響管計測結果に現れ，音

響特性 (特性インピーダンス，伝搬定数) を用いたシミ

ュレーションや逆推定法による Biotパラメータ (ポロシ

ティ，流れ抵抗，トーチュオシティ，粘性特性長，熱的

特性長) 推定結果に影響を及ぼす。 

文献 [1] で ，公称密度が同一 グラスウールに

ついて径 異なるサンプルを用意することで支持条件

違いを実現，それぞれ サンプルについて音響管

計測することで，支持条件 違いによる音響特性 違

いについて比較を行った。そ 結果，サンプル 径が

音響管内径よりも大きなサンプル 場合において曲げ

振動 影響が確認できた。しかしながら，サンプル

切断径について 材料やカット方法により変化するた

め，常に理想的なサンプル径でサンプルカットする

困難である。 

そこで，文献 [2] で ，セラミックペーパーハニカム

(PH)で挟み込むんでサンプルを支持する方法により，

サンプル 切断精度に依存せずに曲げ振動を抑制す

る方法 検討を行ったが，サンプル 表面が拘束され

るだけでサンプル内部 自由に振動するため，曲げ

振動が抑制できないことを確認した。これ ，有限要素

法によるシミュレーション[3] でも同様 結果となった。 

また，サンプル内部も固定する方法として，サンプル

に針や釘を刺してサンプル内部 振動を抑制する方

法 (岩瀬ら[4] など) があり，多く 研究者がこ 方法を

採用しているが，サンプルに針を刺すことにより材料

内部構造が変化する恐れがある。 

そこで本報で ，サンプル 切断精度に依存せず，

かつ音響管計測によりサンプル 内部構造が変化し

ない方法として，サンプルホルダ 内径を音響管 内

径よりも大きくしてサンプルを緩く固定する方法である

緩支持法を用い，曲げ振動を回避するため 有効な

手法であることを確認した。 




